
令和５年度大阪大学微生物病研究所共同研究課題（中途）募集要項 

 

 

 大阪大学微生物病研究所では、共同利用・共同研究拠点「微生物病共同研究拠点」事業として、

令和５年度共同研究課題の募集・採択を行い、共同研究を実施しているところですが、毎年、年

度途中での申請を希望する研究者からの問い合わせが多数あることから、共同研究課題の中途募

集を次のとおり行います。特に女性研究者、若手研究者及び海外研究者との共同研究を積極的に

推進することとしております。 

 

１．公募課題 

  特定課題「感染症病原体研究」長期課題（令和５年度～令和６年度） 

    

２．応募資格 

   ・国内の大学及び国公立研究機関、並びにこれらに準ずる機関に所属する研究者 

   ・外国の大学・研究機関に所属する研究者 

 

３．研究期間 

   令和５年度の希望する開始日から令和７年３月３１日まで 

  

４．応募方法 

   共同研究（中途）を希望される方は、本研究所の受入教員と事前に打合せを行った上で申

請してください。（受入教員については、別紙をご参照ください。） 
    申請書類：所定様式「共同研究課題（中途）申請書」を下記宛先へ簡易書留で郵送して

ください。 

    提出期限：共同研究開始日の２０日前 （令和５年９月３０日最終期限） 

    提 出 先：〒565-0871 大阪府吹田市山田丘３－１ 

         大阪大学微生物病研究所庶務係 

         （「共同研究課題申請書在中」と封筒に朱書してください。） 

 

５．研究経費 

 一課題につき、旅費滞在費及び消耗品費等として１年度１５０万円を上限として支給します。 

  ※採択された研究代表者への予算配分は行わず、原則として本研究所へ訪問するための旅費、

本共同研究に必要な消耗品等を本研究所が負担する方法とします。（支払いは大阪大学の関

連規程等に基づいて行います。） 

    

６．採 否 

   採否は、申請書到着後約２週間以内に申請者へ通知します。 

 

７．注意事項 

（１）原則として、本研究所に１回以上共同研究のために来所してください。（受入教員を通じ

て、出張報告書の提出を求めます。） 

（２）共同研究終了後に申請者から研究報告書を提出していただきます。 

（３）動物実験を含む研究や、ヒト試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験などの

生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究などについては、法令等に基づき当研

究所内外の委員会等による承認手続き、教育訓練の受講などが必要となる場合があります。 



（４）本共同研究の成果として学術論文を発表される場合は、原則として受入教員との共著論文

にして下さい。 

   また、掲載論文（写）または PDF ファイルを研究報告書と併せて提出してください。 

   謝辞を論文に掲載いただく場合は以下を参考にしてください。 

 

共同研究の英語名：Joint Research Project of the Research Institute for Microbial 

Diseases, Osaka University 

謝辞例文：This study was supported by the Grant for Joint Research Project of the 

Research Institute for Microbial Diseases, Osaka University 
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共同研究課題受入教員リスト 

 

 

特定課題「感染症病原体研究」 

 

分子細菌学分野            教  授      堀 口 安 彦 

ウイルス感染制御分野         教  授      塩 田 達 雄 

分子ウイルス分野           教  授      渡 辺 登喜子 

感染病態分野             教  授      山 本 雅 裕 

ウイルス免疫分野           教  授      小 林   剛 

 細菌感染分野             教  授      飯 田 哲 也 

 分子原虫学分野            教  授      岩 永 史 朗 

 感染症メタゲノム研究分野       准 教 授           中 村 昇 太 

 ゲノム解析室             講  師      元 岡 大 祐 

日本・タイ感染症共同研究センター   特任教授（常勤）  岡 田 和 久 

 ウイルスワクチングループ       特任教授（常勤）  蝦 名 博 貴 

  

 

 

※本研究所の教員（兼任含む）であれば受入教員とすることができますので、詳細はお問い合

わせください。 

 


